
28 29

下地
（ボード等）

デスミ

イリスミ

下地
（ボード等）

シーリング処理

C

D
シーリング処理

C

デスミ

D

イリスミ

E

下地
（ボード等）

E

下地
（ボード等）

受け材

1
0
.6

A

B

下地
（ボード等）

下地
（ボード等）

上材

A

B

R巾木受け材を（取付け寸法マイナス10mm）を目安に切断します。1

切断したR巾木受け材に、取付けビス用の下穴を300mmピッチで
あけておきます。

2

R巾木受け材を取り付けビスで固定します。3

R巾木上材を所定の長さ（割りつけ例参照）に専用鋸刃で切断し、
切粉をとりのぞきます。

4

R巾木の保護用マスキングテープをあらかじめ取り外しておきます。5

4

5

R巾木上材を受け材の上側から差し込み、かん合させます。6

7

8

R巾木上側の壁面の仕上げを行ってください。9

ストレート部分の施工
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エンド部分の施工

1

2

デスミ・イリスミ部分の施工

 A 部と B 部にシーリング処理します。
ストレート部分連続の1mm隙間にもシーリング処理します。

壁面とのすき間、床面とのすき間がない事を確認する。（ A 部および
 B 部）すき間がある場合は当て木を沿えハンマーで押え込みます。

施工部に出隅・入隅がある場合の施工はデスミコネクター
またはイリスミコネクターを先に施工してください。

※R巾木（SUS304）とコネクター（SCS13）は若干の
　材質が異るため、色調が少し異って見えます。

ご注意

エンド部分は施工の最初または最後のどちらでも施工可能です。ご注意

割付け例 デスミ・イリスミ／エンド

デスミ・イリスミ

〈計  算  式〉L－(A＋B)－(α×2)=C
〈例：単位mm〉1800－(10.5＋35)－(1×2カ所)＝1752.5
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エンド

〈計  算  式〉L－(D×2)－(α×2)=C
〈例：単位mm〉1800－(10×2)－(1×2カ所)=1778
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下記の計算式を参考にストレート部分を切断してください。

※事前に床面の清掃・勾配調整・不陸調整を行ってください。床面を先に仕上げてください。

施工手順

3

デスミ（イリスミ）コネクターをビスにて
取り付けます。ビスは根太（軽量鉄骨）等
を狙い貫通させます。

エンドコネクターをビスで取り付けます。
コネクターのコロビ・ウキがないか確認し
て、R巾木ストレート部分を施工します。
（ストレート部分の施工の項参照）

R巾木寸法は片側で実測寸法より1mm
程控えてください。（両側の場合は2mm
控えます。割りつけ例参照）

室温で約1日養生後、R巾木表面の汚れを
ウェス等でふきとり完成です。

コネクターが壁面・床面に対してレベル
が合っているか確認します。コロビがあ
る場合はビスをゆるめて再調整します。

ストレート部分の長さ寸法を測り、R巾木
ストレート部分を施工します。（ストレート
部分の施工参照）R巾木寸法は実測寸法
より2mm程（割りつけ例参照）控えてく
ださい。

施工マニュアル　【メタブライトR巾木】

■推奨シーリング材
　セメダインPOSシール（変成シリコーン） 推奨色：グレー［セメダイン（株）製］
　セキスイ変成シリコーンHM-NEW 推奨色：グレー［積水フーラー（株）製］
■コネクター推奨ビス
　ステンさらドリルネジφ6　4×19
　JAN：4944825459901　（株）八幡ねじ製

エンドコネクターとR巾木ジョイント部分
の隙間 E 部をシーリング処理し、養生して
完成です。

デスミ（イリスミ）コネクターのジョイント部
分 C  D 部に約2mm程の隙間ができます
（※ステンレスとアルミの異種金属接触によ
る腐食防止のため）のでその部分にシーリ
ング処理をしてください。

※ストレート部分を連続させる場合は間隔を1mmあけてください。

施工マニュアル　【ワンライン巾木シリーズ】

取付下地別　推奨接着剤

（注）下地の表面が平滑でない場合は外観に影響が出ることがあります。

※1 エンボス仕上げの壁紙は接着施工できません。 
※2 化粧合板の仕上げによっては接着強さが足りない場合があります。化粧合板メーカーにお問い合わせください。 
※3 G103はF☆☆☆☆は取得しておりません。 
※4 スプレータイプの接着剤は塗布量不足になる恐れがありますのでご使用にならないでください。

施工手順

    下地調整

    割付け

●下地の不陸調整や釘頭の処理

●巾木の天端にて墨出し

1

3

    表面清掃
●ホコリや油分の除去【接着効力アップのために必要です】

2

    取付け
●ワンライン巾木を端から順を追って貼り付けてください。
巾木の貼り出しは入隅部分からが基本です。
ハンドローラーで長手にしごくように圧着してください。

●接着剤が完全硬化するまで仮止め用養生テープを貼り付けて固定し
てください。

5

    仕上げ
●壁面・床面にはみ出してしまった接着剤は硬化する前に取り除いてく
ださい。
●接着剤の完全硬化後、仮止め用養生テープを取り除いてください。
●巾木に付いている保護カバーを取り除いてください。
●汚れや剥がれ、浮き、隙間などがないか確認してください。

6

下地の状況に応じてプライマー・シーラー処理を行ってください。

巾木の天端位置から約5mm下げて墨出し線を設定してください。

    接着剤塗布
◆無溶剤系接着剤の場合

4

下地の墨出し線より下に接着剤を
波線状に塗布し均一に塗り広げて
ください。
※塗布量が多すぎると下地の接着跡が
　目立つことがあります。

◆溶剤系接着剤の場合

接着剤をヘラやくし目ごてなどを用いて下地と巾木の両面に
均一塗布後、所定のオープンタイムを取ってください。

下地は必ず平滑に仕上げてください。また、堅牢で乾燥していること、
壁面と床面が直角に交わり不陸や不揃いがなく、蛇行や突起がない
ことを確認してください。

プラスターボード

（基材：紙・布）

塩ビ壁紙※1

（基材：軟質塩ビ）

化粧合板※2

（基材：ポリエステル・メラミン）

木・ハードボード

コニシ（株）製　コニシPX2000、コニシPX8000 セメダイン（株）製　SG-1（R）、（SG-1L）、PM165-R（X）無溶剤系

溶剤系 コニシ（株）製　コニシG103※3 セメダイン（株）製　540

●ワンライン巾木シリーズ

●通常、壁面・床面の施工完了後に施工します。立面施工のため、接着剤が垂れる恐れがありますのでご注意ください。垂れると施工の妨げや壁面・床面の
汚れにつながります。

●細長い形状で幅があるため、床の不陸に追随しにくくなります。

（注）下地の不陸（凹凸）、ひび割れなどの不具合があるとその部分が製品表面に影響を及ぼすことがあります。必ず下地は平滑に仕上げてください。
（注）下地で粉ふきが見られる場合はプライマー・シーラー処理を行ってください。プライマー・シーラー処理が不充分な場合、接着剤の接着強度が発現せず巾木が浮く

可能性があります。
（注）直線部分の施工で仕上がり外観を重視する場合につきましては、硬質タイプの【ＳＫ-ＦＢ・ＳＫ巾木シリーズ】製品のご使用をお勧めいたします。

施工上の特性

■周囲温度が適正温度範囲（-10℃～60℃）外の場所では、使用・保管
しないでください。
■多湿となる環境下での使用・保管も避けてください。
■屋内使用製品です。屋外や軒下では使用しないでください。
■水廻りでのご使用も避けてください。
■製品保管時は梱包箱に入れ、必ず平置きにして保管してください。
たて掛けなどは行わないでください。

製品に関するご注意

■ハサミによる切断は断面が変形する場合がありますので適しま
せん。また、カッターナイフでのカットや溝加工も、けがをする恐
れがありますので避けてください。

施工上のご注意


